	 (
資料
１
－1
)高知県の子ども・子育て家庭の状況



Ⅰ　高知県の人口
 (
１　高知県の人口推移と将来推計人口
)

 (
813,949
) (
825,034
) (
831,275
) (
76
4，456
) (
693,347
) (
615,642
) (
536,514
) (
少子化
)
 (
出典
：
H22までは国勢調査結果
国立社会保障・人口問題研究所　「都道府県別推計人口（平成25年3月推計）」
)
 (
２　
高知県における年齢３区分人口構成比の推移
)

 (
高齢化率
) (
出典
：国立社会保障・人口問題研究所　「都道府県別推計人口（平成25年3月推計）」
) (
総数：
536
，
514
人
) (
総数：615
，
642
人
) (
総数：
693，347人
) (
総数：76
4，456人
)

 (
高齢者人口は、
H３２
年にはピークを迎え、その後は減少に転じると見込まれています。
しかしながら、高齢化率
（65歳以上の人の総人口に占める割合）
は、総人口が減少すること
から
H３２
以降も上昇する見込みです。
また、一方では、少子化は年々進む見込です。
)



Ⅱ　出生数等の状況
１　出生数と合計特殊出生率の推移
	 (
過去最低
) (
2.03(高知県)
) (
出典：厚生労働省「人口動態調査」
) (
1.39(高知県)
) (
出生率
) (
出生
数
) (
少子化
)

 (
出生数
は、
昭和50年の
半数以下となっています。
平成23
年には、過去最低の出生数を記録しました
が、24
年には微増となりました。
)



２　完結出生児数（全国）

出典：厚生労働省「第14回出生動向基本調査」　


合計特殊出生率
　　15歳から49歳の女性の年齢別出生率を合計した指標で、一人の女性が平均して一生の間に何人の子どもを産むかを表す。
完結出生児数
　　夫婦の最終的な出生子ども数

３　平均理想子ども数と平均予定子ども数（全国）

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：厚生労働省「第14回出生動向基本調査」　

 (
我が国の完結出生児数は、昭和47年以降2.2人前後で推移していましたが、平成17年には、
2.09
人に減少し、
2010
（
H22
）年には、
2
人を下回り
1.96
人となりました。
 
また、平成
22
年の平均理想子ども数が
2.42
人であるのに対し、平均予定子ども数は
2.07
人と
なっており、いずれも過去最低となり、理想と現実のギャップが見られます。
高知県においても同様で、
2006
（Ｈ
18
）年度の県民世論調査では、
20
代～
40
代の理想の子ども数が
2.55
人であるのに対し、予定子ども数が
2.16
人となっています。
その理由としては、「子育てや教育にお金がかかりすぎる」が約
61
％、「仕事（勤めや家業）と子
育ての両立が難しい」が約
40
％と高くなっています。
)


















Ⅲ　世帯等の状況
１　親族世帯（単独世帯・非親族世帯を除く）に占める核家族の割合
 (
出典：国勢調査
)


２　就業者に対する女性の就業割合
　
 (
出典：国勢調査
)

 (
　高知県は、全国に比べて就業者に対する女性の就業割合が高くなっています。
　このことは、25年県民世論調査結果でも、「働きやすい県だと思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答した理由について、
「周囲に働
いている女性が多い」（
66.8％
）、
「女性が働くことに対して周囲の理解がある」
（
66.3％
）となって
います。
)






Ⅳ　少年非行等の状況
（１）刑法犯少年の推移
 (
出典：高知県警少年課
)

（２）刑法犯少年の非行率・再非行率
 (
出典：高知県警少年課
) (
％
)
 (
本
県における刑法犯少年は、平成23年は853人であり、非行率（20歳未満の少年人口1000
人当たりに占める検挙・補導少年の割合
）は３年連続の全国ワースト１位となったものの、平成24年は709
人（16.9
％減少、全国ワースト２位）と、昭和24
年以降において、最少
となりましたが、依然として厳しい状況に変わりありません
。
また、
刑法犯少年のうち、
34.3
％（243
人）が再非行者となっています。
)






Ⅴ　子どもの体と心を育む福祉分野の現状
（１）非行相談件数（高知県中央・幡多児童相談所）
 (
出典：高知県中央・幡多児童相談所「業務概要」
)

（２）児童相談所における相談の種類別構成比の全国との比較

 (
非行の相談件数は203件で前年に比べ、26件（11.4
％）の減少となっていますが、全相談件数に占める非行相談の割合は、全国平均に比べて高い状態が続いています。
)



（３）児童虐待相談件数（通告）件数及び確定件数（高知県中央・幡多児童相談所）

 (
出典：高知県中央・幡多児童相談所「業務概要」
) (
児童虐待の相談（通告）件数は、299
件で前年に比べ、17件（6％）の増加となっています。また、児童虐待の認定件数は153件で前年に比べ、37件（31.9
％）の増加となり、県内の子どもの人口が、年々減少する中で、児童虐待の件数は高止まりの状況が続いています。
)



Ⅵ　子育てしやすい環境づくりについて（平成25年県民世論調査結果）
１　子どもを育てたいと希望する方が、安心して妊娠・出産できる環境づくりのために、行政がどのような取り組みを強化することが効果的だと思いますか。（２つまで選択）




２　子育ての様々な負担を軽減し、子育てをしながら働き続けられる環境を整備するために、
行政がどのような取り組みを強化することが効果的だと思いますか。（２つまで選択）　
 (
安心して妊娠・出産できる環境づくりのために、行政が強化する取り組みについては、
「出産後
も働き続けられる環境の整備（出産や子育て支援制度を充実する企業への優遇措置・啓発など）」
が74.7％と最も高くなっています。
また、子育てをしながら働き続けられる環境を整備するため、行政が
強化する取り組み
について
は、
「子育て世代の雇用の安定化（非正規雇用の処遇改善など）」が45.0％と最も高く、次いで「保
育サービスの充実（保育所の充足や、延長保育・病児保育など）」が44.7％であり、この上位２項目
で40
％を超えています。
)






Ⅶ　人口減少を踏まえた女性の活躍促進について（平成25年県民世論調査結果）
１　女性が職業を持つことをどう思いますか。　（１つだけ○印）
 (
つ
方がよい
)


２　女性にとって、高知県は、働きやすい県だと思いますか。　（１つだけ○印）

 (
「女性が職業を持つこと」については、
「子どもが出来ても、ずっと職業を続ける方がよい」が
53.2％と最も高く、2位「
子どもができた
ら
職業をやめ、大きくなったら再び職業を持つ方がよい
」
の29.2％を大きく引き離しています。
また、「
女性にとって高知県は働きやすい県だと思いますか」については、
「どちらかと言
えばそう思わない」と「そう思わない」を合わせた割合が55.0
％となっており、半数を超えてい
ます
。
　　　「働きやすい県だと思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答した理由については、
「周囲に働
いている女性が多い」が66.8％と最も高く、次いで「女性が働くことに対して周囲の理解がある」
が66.3％
となっています。
)










３　女性が働くにあたって、どのような課題があると思いますか。　（３つまで○印）

 (
女性が働くにあたって、
「勤務時間が、長時間かつ固定的で、家庭と仕事との両立が困難」が32.9％
と最も高く
、
「出産等で退職した女性が再就職を希望しても支援する制度がない
」
30.1
％
、
「育児休業
や介護休暇等の制度が整っていない
」
28.6
％
などの
課題があると挙げて
います。
)




 (
４　
女性が地域で生き生きと働くため、行政が取り組んだら良いと思うものはどれですか。
（３つまで○印）
)

 (
女性が生き生きと働くため、行政が取り組んだら良いと思うものとして、「育児のサービスをもっと
利用しやすくする
」
54.4
％が最も高く、次いで
「
出産等のために仕事を辞めた女性が再就職する企業
への支援を行う
」
36.8％、
「女性を積極的に採用・登用する企業への優遇措置を行う」
27.4
％と続い
ています
。
など、企業への支援を求めることが望まれています。
) (
ﾅｰの開催な
ど
）
) (
報提供な
ど
）
) (
成金
など
）
) (
開催など
）
) (
開催など
）
)
	


出生数(高知県)	
S49年	S50年	S55年	S60年	H2年	H7年	H12年	H17年	H22年	H23年	H24年	12403	11773	9378	9350	7182	6939	6811	5916	5518	5244	5266	合計特殊出生率(高知県)	
S49年	S50年	S55年	S60年	H2年	H7年	H12年	H17年	H22年	H23年	H24年	2.0299999999999998	1.9100000000000001	1.6400000000000001	1.81	1.54	1.51	1.45	1.32	1.42	1.3900000000000001	1.43	合計特殊出生率(全国)	
S49年	S50年	S55年	S60年	H2年	H7年	H12年	H17年	H22年	H23年	H24年	2.0499999999999998	1.9100000000000001	1.75	1.76	1.54	1.42	1.36	1.26	1.3900000000000001	1.3900000000000001	1.41	







完結出生児数	
S37年	42年	47年	52年	57年	62年	H4年	9年	14年	17年	22年	2.8299999999999987	2.65	2.2000000000000002	2.19	2.23	2.19	2.21	2.21	2.23	2.09	1.9600000000000144	

理想子ども数	S52年	57年	62年	H4年	9年	14年	17年	22年	2.61	2.62	2.67	2.64	2.5299999999999998	2.56	2.48	2.42	予定子ども数	S52年	57年	62年	H4年	9年	14年	17年	22年	2.17	2.2000000000000002	2.23	2.1800000000000002	2.16	2.13	2.11	2.0699999999999998	
全国	
H7年	H12年	H17年	H22年	0.79207295850888482	0.81181628583261944	0.82717072632726718	0.84619545505102889	高知県	
H7年	H12年	H17年	H22年	0.80291824995800587	0.82683637934292065	0.83864013950104122	0.85283634788981044	




全国	
H2年	H7年	H12年	H17年	H22年	0.39616612346344887	0.3993134621143572	0.40854276639002257	0.4189946397563698	0.42813488869587474	高知県	
H2年	H7年	H12年	H17年	H22年	0.44867321653155973	0.44931672192671723	0.4539713574729573	0.4629193158654975	0.47170873352691534	



全国	
19	20	21	22	23	24	121128	108534	108311	103573	94312	79393	高知県	
19	20	21	22	23	24	990	959	955	1039	853	709	人


人


本県非行率	
19	20	21	22	23	24	9.9	10	10.6	11.2	8.5	7.2	本県再非行率	
19	20	21	22	23	24	34.800000000000004	37.9	36.4	31.4	33.800000000000004	34.300000000000004	全国非行率	4.5

19	20	21	22	23	24	7.1	6.4	6.4	5.9	5.4	4.5	全国再非行率	30.3％

19	20	21	22	23	24	27.8	28.3	28.1	28.5	29.4	30.3	



非行相談件数	
17年度	18年度	19年度	20年度	21年度	22年度	23年度	24年度	226	210	208	181	189	199	229	203	
件

全国（H23）

障害	養護	育成	非行	保健・その他	0.48200000000000032	0.27900000000000008	0.13400000000000001	4.5000000000000012E-2	6.0000000000000032E-2	高知県（H23）

障害	養護	育成	非行	保健・その他	0.60300000000000065	0.20500000000000004	0.10500000000000002	8.4000000000000047E-2	3.0000000000000092E-3	相談（通告）件数	
17年度	18年度	19年度	20年度	21年度	22年度	23年度	24年度	248	242	279	302	270	312	282	299	認定件数	
17年度	18年度	19年度	20年度	21年度	22年度	23年度	24年度	164	146	158	184	155	142	116	153	
件


回答比率	

周産期医療体制の整備（産科・小児科医や助産師の養成など）	出産に伴う費用の助成（出産一時金の増額など）	産後ケア体制の強化（助産師等の訪問相談やケア施設の整備など）	妊娠・出産に関する基礎知識の普及（思春期からの広報・研修など）	不妊治療への支援（相談体制の整備や助成金の増額など）	出産後も働き続けられる環境の整備
（出産や子育て支援制度を充実する企業への優遇措置・啓発など）	その他	無回答	0.36200000000000032	0.36300000000000032	0.12400000000000012	9.2000000000000026E-2	0.10199999999999998	0.74700000000000699	1.9000000000000229E-2	4.2000000000000023E-2	




子育て世代の雇用の安定化（非正規雇用の処遇改善など）	育児休業制度の充実（育児休業手当金の増額、休業期間の延長など）	乳幼児期の経済的負担の軽減（保育料や住宅購入費の一部助成など）	多子世帯やひとり親家庭への経済的支援（保育料や給食費の減免など）	企業が子育てを応援する気運の醸成（企業内研修による啓発など）	保育サービスの充実（保育所の充足や、延長保育・病児保育など）	地域における子育て支援の強化（地域子育てサポーターの養成など）	税制や年金などにおいて子育て世帯が優遇される制度の創設	その他	無回答	0.45	0.30000000000000032	0.18800000000000044	0.12300000000000012	0.10500000000000002	0.44700000000000001	7.8000000000000014E-2	0.13300000000000001	1.2E-2	4.3000000000000003E-2	


結婚するまでは職業を持つ方がよい	子どもができるまでは職業を持つ方がよい	子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい	子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業を持つ方がよい	女性は職業を持たない方がよい	無回答	3.9000000000000014E-2	4.7000000000000014E-2	0.53200000000000003	0.29200000000000031	4.0000000000000114E-3	8.7000000000000022E-2	

そう思う	どちらかと言えばそう思う	どちらかと言えばそう思わない	そう思わない	無回答	6.1000000000000013E-2	0.30500000000000038	0.36400000000000032	0.18600000000000044	8.4000000000000047E-2	


男性が家事、子育て、介護等を手伝ってくれない	両親などで家事、子育て、介護等を手伝ってくれる人が身近にいない	保育園の利用など、育児のサービス等を利用しづらい	介護施設の利用など、介護のサービス等を利用しづらい	女性を採用する企業等が少ない	女性を積極的に活用する企業への支援がない	育児休業や介護休暇等の制度が整っていない	勤務時間が、長時間かつ固定的で、家庭と仕事との両立が困難	就職や起業をしたくても、情報やノウハウがない	起業するための資金援助がない	「女性は家庭を守るべき」といった固定的な性別役割分担意識がある	働くことに対する女性の意識改革が浸透していない	出産等で退職した女性が再就職を希望しても、支援する制度がない	その他	無回答	0.29100000000000031	0.26500000000000001	0.16400000000000001	4.3999999999999997E-2	0.17600000000000021	0.14500000000000021	0.28600000000000031	0.32900000000000346	0.05	2.1999999999999999E-2	6.8000000000000019E-2	4.7000000000000014E-2	0.30100000000000032	2.5999999999999999E-2	0.10600000000000002	


男性の家事や育児等への参加を促すための意識啓発を行う（講演会の開催など）	育児のサービスをもっと利用しやすくする（保育園や一時預かりなど）	介護サービスをもっと利用しやすくする（在宅や施設など）	ワーク・ライフ・バランスについて企業等への働きかけを行う（セミナーの開催など）	女性を積極的に採用・登用する企業への優遇措置を行う	出産等のために仕事を辞めた女性が再就職する企業への支援を行う（助成金など）	育児休業や介護休暇を実施している企業への支援を行う（助成金など）	就職に向けたﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｻｰﾋﾞｽを行う（求人情報や保育、介護サービスの情報提供など）	女性の就職（再就職）のための支援を行う（ﾊﾟｿｺﾝ技術やﾋﾞｼﾞﾈｽｽｷﾙのｾﾐﾅｰの開催など）	女性の起業支援のためのビジネス研修を行う（「土佐MBA」など）	女性が起業するための資金援助を行う	その他	無回答	0.23100000000000001	0.54400000000000004	0.15800000000000144	0.10900000000000012	0.27400000000000002	0.36800000000000038	0.26100000000000001	8.6000000000000021E-2	0.19400000000000001	4.5000000000000012E-2	3.2000000000000042E-2	1.4E-2	7.5000000000000011E-2	

0～15歳未満	
S55年	S60年	H2年	H7年	H12年	H17年	H22年	H27年	H32年	H37年	H42年	H47年	H52年	173649	168580	144276	125833	111740	102421	92798	83523	74143	65616	58248	53164	49534	15～65歳未満	
S55年	S60年	H2年	H7年	H12年	H17年	H22年	H27年	H32年	H37年	H42年	H47年	H52年	547780	548167	535995	522208	509050	487367	447540	405009	372837	347553	324062	299866	267405	65歳以上	
S55年	S60年	H2年	H7年	H12年	H17年	H22年	H27年	H32年	H37年	H42年	H47年	H52年	109116	121759	141508	167967	191729	206375	218148	241147	246367	241572	233332	223106	219575	


0～15歳未満の割合	
H52年	H47年	H42年	H37年	H32年	H27年	H22年	9.2325642946875675E-2	9.2276823527778162E-2	9.4613427933766703E-2	0.10021672691949959	0.1069349113791507	0.1144654019096069	0.12143014117228473	15～65歳未満の割合	
H52年	H47年	H42年	H37年	H32年	H27年	H22年	0.49841197061027342	0.52047780385186826	0.52638059131768078	0.53082516598166218	0.53773507349134042	0.55505091965096987	0.59034659941186884	65歳以上の割合	
H52年	H47年	H42年	H37年	H32年	H27年	H22年	0.40926238644285173	0.38724537262035352	0.37900598074855224	0.36895810709883797	0.35533001512950974	0.33048367843942394	0.28822325941584631	
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